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ハチドリの地上絵
撮影：義井　 豊



　

ナ
ス
カ
の
地
上
絵　

そ
れ
は
「
パ
ン
パ
」
と
呼
ば

れ
る
砂
漠
に
描
か
れ
た
ジ
オ
グ
リ
フ
で
あ
る
が　

人

類
の
歴
史
上
最
大
の
謎
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

人
々
の
関
心
を
引
き
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

ナ
ス
カ
文
化
は
、
紀
元
前
一
〇
〇
年
か
ら
紀
元
七

〇
〇
年
頃
ま
で
南
米
ペ
ル
ー
の
南
部
海
岸
地
帯
に
広

く
栄
え
、
そ
の
中
で
も
砂
漠
地
帯
に
約
八
〇
〇
平
方

キ
ロ
の
広
さ
に
わ
た
っ
て
描
か
れ
た
ナ
ス
カ
の
地
上

絵
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
発
見
さ
れ
て
以
来
、
い
っ

た
い
誰
が
、
な
ぜ
、
何
の
た
め
に
描
い
た
の
か
、
誰

に
も
解
明
で
き
ず
巨
大
な
謎
で
あ
り
つ
づ
け
て
き
ま

し
た
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
最
先
端
の
科
学
情
報
と
と
も
に

展
示
す
る
一
三
〇
〇
年
前
の
ナ
ス
カ
人
の
子
供
の
ミ

イ
ラ
を
は
じ
め
、
本
展
の
た
め
に
修
復
を
し
た
刺
繍

付
き
の
大
型
マ
ン
ト
、
ナ
ス
カ
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
を

ナスカ展
主催／北國新聞社、北陸放送
共催／石川県立美術館
5月26日（土）～6月24日（日）会期中無休

伝
え
る
彩
色
土
器
な
ど
、
最
新
研
究
成
果
に
基
づ
い

て
、
ナ
ス
カ
文
化
の
前
身
で
あ
る
パ
ラ
カ
ス
文
化

（
紀
元
前
九
〇
〇
〜
一
〇
〇
年
）
か
ら
原(

プ
ロ
ト)

ナ
ス
カ
期
、
ナ
ス
カ
前
期
、
中
期
、
後
期
、
移
行
期

の
彩
色
土
器
、
織
物
と
い
っ
た
ナ
ス
カ
文
化
の
複
雑

な
図
像
世
界
と
高
い

技
術
水
準
を
紹

介
し
た
、
約

二
〇
〇
点

の
多
彩
な

考
古
遺
物

を
ご
覧
い

た
だ
き
ま

す
。

　

ま
た
会

場
で
は
、
ナ

ス
カ
の
地
上
絵

と
そ
れ
が
刻
印
さ
れ

た
乾
い
た
砂
漠
の
大
地
を
、
最
先
端
C
G
で
再
現

し
、
体
感
型
バ
ー
チ
ャ
ル
シ
ア
タ
ー
で
上
映
い
た
し

ま
す
。
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
映
像
で
再
現
さ
れ
た
地

上
絵
と
、
彼
ら
が
残
し
た
遺
物
か
ら
、
ナ
ス
カ
人
の

想
像
力
と
世
界
観
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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企画展示室（7～9展示室）

写
真
の
作
品
は
、
い
ず
れ
も
ペ
ル
ー
文
化
庁
・
ペ
ル
ー
国
立

考
古
学
人
類
学
歴
史
学
博
物
館
所
蔵

撮
影　

義
井　

 

豊

◆
観
覧
料個　

　

人

団
体（
20
名
以
上
）

一　般
1,200円

中高生
800円

小学生
600円

一　般
900円

中高生
500円

小学生
300円

黄金の旗印または頭飾り

農
耕
儀
礼
で
幻
覚
性
飲
料
を
飲
む
シ
ャ
ー
マ
ン
、
ま
た
は
楽
師
と
参
加
者
た
ち

斑点ネコ

【
展
覧
会
構
成
】

第
１
部　

ナ
ス
カ　

 

砂
漠
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

１ 
・・ 

自
然 

２ 
・・ 
暮
ら
し 

３ 

・・ 
も
の
づ
く
り
の
文
化
と
技
術 

４ 

・・ 

ナ
ス
カ
の
日
常
生
活 

５ 

・・ 

ナ
ス
カ
人
の
姿　

人
類
学
者
の
挑
戦 

６ 

・・ 

儀
礼
と
音
楽 

７ 

・・ 

神
々
の
世
界 

８ 

・・ 

戦
争
と
首
級 

９ 

・・ 

誕
生
と
再
生 

１０ 

・・ 

パ
ル
パ
河
谷
ラ･

ム
ニ
ャ
で
発
掘
さ
れ
た
埋
葬
品

第
２
部　

地
上
絵
の
謎 

１ 

・・ 

地
上
絵
は
な
ぜ
描
か
れ
た
の
か
？

２ 

・・ 

バ
ー
チ
ャ
ル（
V
R
）で
飛
ぶ
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
！

　
　
　
ナ
ス
カ
で
も
体
験
で
き
な
い
ナ
ス
カ･･･

３ 

・・ 

エ
ピ
ロ
ー
グ 

2

世界遺産
地上絵の創造者たち
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甲冑と陣羽織
5月24日（木）～6月24日（日）会期中無休

今月のコレクション展示室
（前田育徳会・尊經閣文庫展示室）

石川県の
寺社文化財展
5月24日（木）～6月24日（日）会期中無休

（第2展示室）

日
の
出
に
立
つ
波
文
陣
羽
織

六
代
吉
徳
所
用

◎後奈良天皇女房奉書（のとのくに一の／宮の…）

　

天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
、
藩
祖
前
田
利
家
が
金
沢
へ

入
城
し
た
時
期
に
合
わ
せ
て
、
前
田
家
歴
代
藩
主
所
用
の

甲
冑
・
陣
羽
織
及
び
鞍
・
鐙
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

応
仁
の
乱(

一
四
六
七
〜
七
七)

以
後
、
戦
闘
が
絶
え
な
い
戦

国
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
の
戦
闘
は
、
槍
の
普
及
さ

ら
に
は
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
の
鉄
砲
伝
来
を
契
機
と

し
て
、
密
集
隊
形
に
よ
る
徒
歩
集
団
戦
へ
と
変
化
し
、
機
敏

な
動
き
を
す
る
た
め
に
よ
り
軽
い
甲
冑
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
、

攻
撃
具
が
多
様
化
、
強
力
化
し
た
の
に
と
も
な
い
、
防
具
で

あ
る
甲
冑
の
変
化
も
う
な
が
さ
れ
、
頑
丈
な
も
の
が
求
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
か
ら
、
こ
れ
ま
で
作
ら
れ
て
き
た

甲
冑
の
様
々
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
、
総
合
的
に
構
成
さ

れ
生
ま
れ
た
の
が
当
世
具
足
で
す
。
具
足
と
は
、
装
具
の
完

備
し
た
甲
冑
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
大
鎧
、
胴
丸
、
腹
巻
な

ど
が
そ
れ
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
当
世
具

足
は
兜
・
面
具
・
胴
・
袖
と
籠
手
・
臑
当
・
佩
楯
の
七
具
な

ど
を
す
べ
て
皆
具
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。

　

陣
羽
織
は
、
武
士
が
合
戦
の
時
、
具
足
の
上
に
着
用
し
た

外
被
で
す
。
室
町
時
代
中
期
頃
よ
り
用
い
ら
れ
、
具
足
羽
織

や
陣
胴
服
な
ど
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
最
初
は
普
通
の
羽
織
を

陣
中
で
着
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
威
厳
を
示
す
た
め

人
目
を
引
く
羽
織
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
戦
場

に
お
い
て
寒
さ
や
雨
露
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
そ
し
て
動
き

易
さ
を
求
め
て
、
ま
た
、
存
在
誇
示
や
応
接
の
際
に
威
厳
を

示
す
た
め
に
、
当
時
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
ラ
シ
ャ
や
ビ
ロ
ー

ド
な
ど
の
新
し
い
素
材
を
使
用
し
て
、
南
蛮
的
嗜
好
が
強
く

反
映
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
や
、
奇
抜
と
も
い
え
る
自
由
な

意
匠
に
よ
る
陣
羽
織
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
陣
羽
織
も
実
用
的
な
も
の
か
ら
儀
礼

的
な
服
装
に
変
化
し
装
飾
的
要
素
が
強
く
な
り
、
前
田
家
歴

代
藩
主
の
陣
羽
織
も
、
華
や
か
な
色
彩
、
大
胆
で
奇
抜
な
意

匠
の
も
の
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
戦
国
時
代
に
甲
州
で
活
躍
し
た
武
田
信
繁
、
高
坂

昌
信
、
山
本
春
行
、
馬
場
信
房
の
甲
斐
武
田
家
に
関
わ
る
四
人
の

名
将
を
紹
介
す
る
甲
州
四
将
図
屏
風
も
展
示
し
ま
す
。

　

文
化
庁
の
指
定
文
化
財
勧
告
・
承
認
出
品
に
併
せ
、
当
館

の
寄
託
品
の
な
か
で
も
、
本
県
の
寺
院
・
神
社
に
伝
え
ら
れ

た
文
化
財
の
公
開
と
い
う
恒
例
の
展
示
で
す
。
郷
土
の
文
化

財
の
再
認
識
の
機
会
と
な
る
も
の
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
地
元
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
文
化
財
は
、
そ
の
土

地
の
歴
史
を
物
語
る
史
料
に
止
ま
ら
ず
、
今
日
に
お
い
て
も

地
域
に
お
け
る
人
々
の
誇
り
の
一
つ
と
も
な
っ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
な
か
で
も
寺
社
に
伝
わ
る
文
化
財
で
あ
れ
ば
、
個

別
・
個
人
の
宗
教
観
や
信
条
を
超
え
て
、
地
域
社
会
に
お
け

る
生
活
ス
タ
イ
ル
・
信
仰
と
い
っ
た
精
神
的
な
関
連
も
当

然
、
高
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

私
達
の
祖
先
が
育
み
守
っ
て
き
た
こ
れ
ら
寺
社
に
伝
え
ら

れ
た
文
化
財
は
、
わ
が
国
の
文
化
・
歴
史
を
後
世
に
正
し
く

伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、
修
復
を
含
め
た
適
切
な
保
存
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

  

以
下
で
は
代
表
的
な
展
示
品
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

「
重
文　

仏
果
碧
巌
破
関
撃
節
（
一
夜
碧
巌
集
）
」
（
大

乗
寺
所
蔵
）
は
、
碧
巌
録
と
通
称
さ
れ
、
宋
の
圜
悟
克
勤
が

雪
竇
重
顕
の
選
ん
だ
頌
古
百
則
に
垂
示
・
着
語
・
評
唱
を
加

え
た
、
中
国
に
お
け
る
禅
宗
の
先
達
の
禅
機
に
係
る
公
案
集

で
、
禅
宗
に
お
け
る
聖
典
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。
白
山
権

現
の
助
筆
に
よ
っ
て
、
一
夜
に
し
て
書
写
を
終
え
た
と
の
伝
承

は
、
北
陸
を
母
胎
に
全
国
展
開
し
た
同
派
の
草
創
期
の
様
子
を

物
語
る
史
料
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
「
重
文　

後
奈
良
天
皇
女
房
奉
書
」
（
気
多
神
社
所
蔵
）
女

房
奉
書
は
、
天
皇
側
近
の
内
侍
と
呼
ば
れ
る
女
官
が
天
皇
の
意

志
を
代
書
し
た
も
の
で
、
綸
旨
よ
り
も
内
勅
的
な
場
合
に
出
さ

れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
全
文
が
女
消
息
体
で
室
町
時
代
に
盛
行

し
た
散
ら
し
書
き
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
（
写
真
）

　
「
県
文 

両
界
曼
荼
羅
図
」
（
金
蔵
寺
所
蔵
）
曼
荼
羅
は
密

教
の
修
法
に
際
し
用
い
る
も
の
で
、
諸
尊
を
網
羅
し
て
密
教

の
宇
宙
観
で
描
い
た
図
で
す
。
両
界
曼
荼
羅
は
万
象
を
総
括

す
る
と
い
わ
れ
、
胎
蔵
界
は
成
生
の
世
界
を
、
金
剛
界
は
理

論
の
世
界
の
構
成
を
表
現
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の

様
式
は
九
世
紀
は
じ
め
に
空
海
に
よ
っ
て
請
来
さ
れ
、
密
教

の
伝
播
と
と
も
に
広
ま
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
県
内
現
存
の

最
古
の
作
例
で
す
。

か
っ
ち
ゅ
う

じ
ん
ば
お
り

く
ら

あ
ぶ
み

と
う
せ
い
ぐ
そ
く

お
お
よ
ろ
い

こ
て

が
い
ひ

す
ね
あ
て

は
い
だ
て

ぶ
っ
か
へ
き
が
ん
は
か
ん
き
ゃ
く
せ
つ

せ
っ
と
う
じ
ゅ
う
け
ん

じ
ゃ
こ

ご
な
ら
て
ん
の
う
に
ょ
う
ぼ
う
ほ
う
し
ょ

り
ょ
う
か
い
ま
ん
だ
ら
ず

た
い
ぞ
う
か
い

こ
ん
ご
う
か
い

え
ん
ご
こ
く
ご
ん
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伝統加賀友禅
工芸展の精華
5月24日（木）～6月24日（日）会期中無休

今月のコレクション展示室
（第5展示室）友

禅
訪
問
着「
春
想
」 （
第
7
回
展
金
賞
）

杉
村
典
重

　

華
や
か
な
友
禅
染
め
の
着
物
は
、
洋
服
が
日
常
着
と
な
っ

た
現
代
も
、
変
わ
ら
ず
私
た
ち
を
魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。

武
家
文
化
が
栄
え
た
こ
の
地
で
生
ま
れ
た
加
賀
友
禅
は
、
公

家
風
の
優
美
で
絢
爛
豪
華
な
京
友
禅
と
違
い
、
品
格
の
あ
る

落
ち
着
い
た
写
実
絵
画
調
で
、
主
と
し
て
草
花
を
モ
チ
ー
フ

と
し
て
い
ま
す
。

　

技
法
と
し
て
は
糸
目
糊
に
よ
る
細
密
な
描
写
を
主
体
と
し

て
お
り
、
加
賀
五
彩
と
呼
ば
れ
る
、
藍
・
臙
脂
・
黄
土
・

草
・
古
代
紫
を
基
調
と
し
て
、
繊
細
な
ぼ
か
し
や
虫
喰
い
模

様
な
ど
を
施
し
た
叙
情
的
な
作
風
が
特
徴
で
す
。

　

こ
の
伝
統
あ
る
加
賀
友
禅
の
技
術
を
保
存
し
、
そ
の
向
上

を
は
か
る
た
め
、
昭
和
五
十
三
年
に
加
賀
友
禅
技
術
保
存
会

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
優
れ
た
技
術
を
持
つ
友
禅

作
家
た
ち
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
石
川
県
の
無
形
文
化
財

に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
七
名
の
作
家
が
会
員
に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
後
継
者
育
成
事
業
も
目
的
と
す
る
同

会
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
の
が
、
今
年
度

で
二
十
九
回
目
を
迎
え
る
伝
統
加
賀
友
禅
工
芸
展
で
す
。

　

同
展
は
石
川
県
に
お
け
る
新
人
友
禅
作
家
の
登
竜
門
で
あ

り
、
各
年
の
受
賞
作
は
加
賀
友
禅
の
優
れ
た
意
匠
や
技
術
を

受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
新
鮮
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
見
せ
る
作
品

が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
作
家
と
し
て
表
に
名
前
が
出
る

こ
と
が
な
い
引
染
や
糊
置
の
技
能
に
対
す
る
賞
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
友
禅
と
い
う
文
化
財
に
対
す
る
保
存
会

の
誠
実
な
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
す
。
会
員
た
ち
の
円
熟
し
た

技
術
の
作
品
も
毎
年
、
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
中
町
博
志
・
柿
本
市
郎
・
高
平
良

隆
・
由
水
煌
人
・
上
田
外
茂
治
・
杉
村
典
重
・
二
代
由
水
十

久
の
七
名
の
会
員
の
作
品
に
加
え
て
歴
代
の
展
覧
会
で
の
金

賞
受
賞
作
品
を
併
せ
て
十
九
点
展
示
し
、
五
月
三
十
一
日
か

ら
六
月
五
日
ま
で
香
林
坊
大
和
に
て
開
催
さ
れ
る
、
二
十
九

回
展
と
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、
今
に
続
く
友
禅
の

伝
統
と
そ
れ
を
支
え
る
人
々
の
思
い
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「加賀友禅と京友禅」
　「友禅」と名の付く染め物といえばいくつかありま
すが、「京友禅」と「加賀友禅」が有名。これらは同
じ祖により、同時代に前後して作られたという点で比
較されます。
　「友禅」とはその名が示すとおり、宮崎友禅斎が基
礎を作ったといわれていることは有名です。宮崎友禅
斎についてはその出生地についても金沢、能登、京都
の諸説があり、雲に包まれた存在です。しかし、京都
で画工として活躍し京友禅を確立、六十歳前後で加賀
に移り住み、加賀友禅を確立した後その生涯を終えた
ことは、様々な文献や墓石などの資料が伝えています。
木村雨山監修の「加賀友禅」には、「もともと加賀に
は加賀紋などの、驚くほど精巧で優れた模様染めの技
術があった。しかし、優れたデザイナーが存在しなか
ったため発展性がなかった。そこへデザイナーとして
の友禅斎がやってきて、新しい友禅模様を確立したこ

とに、彼の業績が認められる。」との主旨が記されて
います。
　このように、同じく友禅斎を祖として発展した京と
加賀の友禅ですが、双方を比べると多少違いがありま
す。技法的には、京友禅は金箔や刺繍などで加飾をほ
どこすのに対し、加賀友禅ではそれらを用いず、本染
めの味を大事に生かしていること。また、京友禅は内
側から外へのボカシを多用するのに対して、加賀友禅
では先から内へ向かってのボカシが多く見られると言
われます。加賀友禅の虫喰い模様も有名です。作風は
公家や町衆文化に支えられた京友禅は華麗な図案風模
様が多く、武家文化に支えられた加賀友禅は重厚な絵
画調の柄が好まれたようです。
　ちなみに加賀友禅という呼び名は明治以降につけら
れたものです。

え
ん
じ

ひ
き
ぞ
め

の
り
お
き
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主な展示作品
5月24日（木）～6月24日（日）会期中無休

今月のコレクション展示室

1
9
8
2
年
私　

鴨
居　

玲

能
登
海
浜
加
賀
山
麓
図　

右
隻（
部
分
）

山
脇 

皜
雲

燿
彩
鉢　

三
代
徳
田
八
十
吉

人
魚　

松
田 

尚
之

◎=国宝、◎=重要文化財、□=石川県指定文化財

■ 

前
田
育
徳
会
・
尊
經
閣
文
庫
展
示
室

特
集　

甲
冑
と
陣
羽
織

　

黒
塗
六
十
二
間
甲
冑 

三
代
利
常
所
用

　

市
松
に
唐
花
文
陣
羽
織 

十
代
重
教
所
用

　

甲
州
四
将
図
屏
風

■ 

第
4
展
示
室

【
彫
塑
】

　

裸
婦 

木
下 　

繁

　

人
魚 

松
田 

尚
之

【
版
画
】

　

舞
妓
十
二
題 

宮
本 

三
郎

特
集　

石
川
県
の
寺
社
文
化
財
展

◎
三
代
嗣
法
書 

大
乗
寺
蔵

◎
正
親
町
天
皇
宸
翰
御
詠
草 
管
生
石
部
神
社
蔵

□
親
鸞
聖
人
絵
伝 

専
称
寺
蔵

【
古
九
谷
】

□
色
絵
鶉
草
花
図
平
鉢 
古
九
谷

□
青
手
樹
木
図
平
鉢 
古
九
谷

■ 

第
1
展
示
室

◎
色
絵
雉
香
炉 

野
々
村 

仁
清

◎
色
絵
雌
雉
香
炉 

野
々
村 

仁
清

◆
観
覧
料個　

　

人

団
体（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

一　般
280円

大学生
220円

■ 

第
5
展
示
室　

工
芸

【
染
織
】

　

特
集　

伝
統
加
賀
友
禅
工
芸
展
３０
年
の
精
華

【
陶
磁
】

　

燿
彩
鉢 

三
代
徳
田
八
十
吉

【
漆
工
】

　

片
切
沈
金
彫
栗
鼠
文
小
箪
笥 

藤
井 

観
文

【
金
工
】

　

双
魚 

高
橋 

介
州

【
そ
の
他
の
工
芸
】

　

桧
截
金
雲
竜
華
文
盤 

西
出 

大
三

■ 

第
6
展
示
室

【
日
本
画
】

 　

午
睡 

稲
元 　

実

 　

咆
哮 

木
島 

桜
谷

 　

花
車 

羽
根 

万
象

 　

四
季
花
鳥
図 

広
田 

百
豊

 　

能
登
海
浜
加
賀
山
麓
図 

山
脇 

皜
雲

■ 

第
2
展
示
室　

古
美
術

　

１
９
８
２
年
私 

鴨
居 　

玲

　

し
お
さ
い 

中
村 

秀
雄

　

馬
な
ら
ぶ 

南 　

政
善

　

牧
歌 

宮
本 

三
郎

　

降
霊
術
H
A
R
P 

吉
田 

冨
士
夫

■ 

第
3
展
示
室



講義室・コレクション展示室
第1・2回は各15組、第3回は12組
材料費
（各回で異なりますが、親子あわせて1000円程度）

往復はがきで申し込みください
往信はがき裏面に参加希望のお子さん・
保護者の氏名、お子さんの学年、連絡先
（住所、電話番号）、希望する行事名を
お書きください。
双子等の場合ははがき１枚に連名で申し
込みください。
返信はがきの表面には返信先を記入ください。
返信はがき裏面はこちらで印刷しますの
で何も書かないでください。
応募者多数の場合は抽選になります。
（返信はがきで通知）

場 　 所 ：
定 　 員 ：
参 加 費 ：

お申込方法：

応募締め切り：６月３０日（土）　消印有効

石川県立美術館だより　第284号

6

第1回　粘土でつくろう！　小学校1・2年生
日　時：7月31日（火）
対　象：美術に関心のある小学校１・２年生とその保護者
　　　 （親子参加型なので必ず保護者同伴）
内　容：展示室で作品鑑賞の後、粘土を使って簡単な制作
　　　  体験を実施
時　間：1年生 １０：００～１２：００
　　　   2年生 １３：３０～１５：３０

第2回　工芸に挑戦！　小学校3・4年生
日　時：8月2日（木）
対　象：美術に関心のある小学校３・４年生とその保護者
　　　 （親子参加型なので必ず保護者同伴）
内　容：展示室で作品鑑賞の後、染めものの簡単な制作体
　　　  験を実施
時　間：１３：３０～１５：３０

第3回　油絵に挑戦！　小学校5・6年生
日　時：８月４日（土）
対　象：美術に関心のある小学校５・６年生とその保護者
　　　 （親子参加型なので、必ず保護者同伴）
内　容：展示室で作品鑑賞の後、油絵の簡単な制作体験
　　　   を実施
時　間：１３：３０～１６：００

親子で楽しむ、作品鑑賞と制作体験のキッズ☆プログラム体験講座

＊1・2年の兄弟姉妹での申し込みは、どちらかの
　参加希望時間記入の上、連名でお願いします。
  （内容は同じです）

　6、7月の映像ギャラリーのうちビデオ鑑賞会では、先月に
引き続き「作家シリーズ」をご覧いただきます。さまざまな
ジャンルの多彩な顔ぶれによる異色の組み合わせが、それ
ぞれの芸術の個性を浮かび上がらせます。
　一方、映画上映は、人間国宝（重要無形文化財保持者）
に認定された工芸作家のすぐれた技術を紹介します。

友禅／中村勝馬（明治27～昭和57、昭和30年認定）
※友禅の伝統的な技法を用い、斬新な意匠や品格ある色調
　による近代的な作風を示した。
鍛金／関谷四郎（明治40～平成６、昭和52年認定）
※金属を金槌や木槌で打ちながら器物を形成し、ろう付に
　よる高度な接合せを駆使する。

茶の湯釜／長野垤志（明治33～昭和52、昭和38年認定）
※砂でつくった型に、溶かした砂鉄を流しんでつくる古釜の
　技法を現代に復元した。
木工芸／大野昭和齋（明治45～平成８、昭和59年認定）
※桑を中心に各種の木材を使い、指物、刳物、象嵌などの技
　法によって、すっきりした華やかさを見せる。

友禅／山田　貢（明治45～平成14、昭和59年認定）
※中村勝馬に師事し、簡明な図柄や清新な色彩など、独自
　の優雅な作風を開拓した。
蒟醤／磯井正美（大正15～、昭和60年認定）
※線彫りして色漆を埋める蒟醤の伝統を受け継ぎ、彫りを工
　夫して、立体感やぼかしをたくみに表現する。

6月17日［日］ 7月22日［日］

6月24日［日］6、7月の映像ギャラリーから



6/3（日）

6/9（土）

6/10（日）

6/16（土）

6/17（日）

6/23（土）

6/24（日）

6/30（土）

ビデオ鑑賞会

ギャラリートーク

ビデオ鑑賞会

キッズ☆鑑賞講座

月例映画会

美術講座

月例映画会

ギャラリートーク

琳派はなぜ人気があるのか （村瀬 博春 学芸専門員）

石川ゆかりの芸術院会員・人間国宝 （末吉 守人 学芸第一課担当課長）

石川の寺社文化財展 （北澤　寛 学芸主査）

①作家シリーズ7　不思議発見　マグリット/堀内 正和 （30分）
②作家シリーズ8　人間像に迫る　ロダン/シーガル （30分）

①作家シリーズ5　装飾の美　ガレ/ミュシャ （30分）
②作家シリーズ6　魂の自画像　ゴッホ／シーレ （30分）

コレクション展示室の工芸を鑑賞しよう （西　ゆう子 学芸主任）

①友禅　中村 勝馬 （25分）
②鍛金　関谷 四郎 (30分）

①茶の湯釜　長野 垤志 （25分）
②木工芸　大野 昭和齋 (30分）

ホール

展示室

ホール

講義室

ホール

講義室

ホール

展示室

月　日 行　　 事 会　場内　　　　容

◆舞台芸術の世界
　～ディアギレフのロシアバレエと舞台デザイン～
　会期：6月9日（土）～7月16日（月・祝）
　京都国立近代美術館
　京都市左京区岡崎円勝寺町 
　TEL (075) 761-4111 ／ TEL (075) 761-9900 

◆華麗なるアール・ヌーヴォー、
　アール・デコの世界
　～ガレ・ドーム・ラリック
　会期：6 月 9日（土）～ 8 月 11日（土）
　MOA美術館
　静岡県熱海市桃山町26番2号
　TEL（0557）84-2511

◆始皇帝と彩色兵馬俑展
　―司馬遷『史記』の世界　会期：5月26日（土）～7月16日（月） 
　新潟県立万代島美術館
　新潟市中央区万代島5-1
　TEL(025) 290-6655（代表）

◆ル・コルビュジエ展
　建築とアート、その創造の軌跡
　会期：5月26日（土）～9月24日（月・祝）
　森美術館　
　東京都港区六本木6-10-1 六本木ヒルズ森タワー 53F 
　TEL (03) 5777-8600 (ハローダイヤル）

◆日本近代絵画の絶筆
　会期：5月29日(火)～7月8日(日)
　神戸市中央区脇浜海岸通1丁目1番1号
　TEL（078）262-0901
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6月の行事案内《入場無料（ギャラリートークを除く）・いずれも午後1時30分から行います》

　特集 高光一也画業60年の軌跡は、春の企画展「生誕100年 高
光一也の画業－モダンの煌めき－」に向けての、プレイベントと
して開催したものでした。当館蔵の111点の高光油彩作品の中か
ら、27点をピックアップし、その際には、次の企画展出品作とあ
まり重ならず、それでいて主要作品はしっかり押さえるという、
ちょっと難しい選択に頭を悩ましました。でも第４展示室に60年
の画業の推移をご覧いただけるよう展示を終えた時は、とても驚
きました。絵が強いのです。そしてズンと太い筋が通っているの
です。思えば、一部屋すべてを使って高光作品を特集するという
ことは、これまでなかったのでした。企画展の場合は、たくさん
の作品が3部屋に分散し、一望に見渡すということはありません。
それが今回は初期から晩期まで見晴らしよく見ることができたの
でした。それで、時代毎の作品の変化がよりくっきりと浮かび上
がったのです。
　ギャラリートークでは、作風の変化を時代の推移と共にお話し
していきました。県工時代の独学の頃から、中村研一に師事して
帝展・文展に出品し、戦後には室内の人物と裸婦が徐々に大胆に
変化していったこと。30年代の抽象画大流行の時代には、それに
応ずるように写実から遠ざかり、40年代に入って再び女性像を華
麗に描き出し、50年代には白を基調色として日本画の絵肌を思わ
せるような美人画を描いたことなどを、順を追って述べたのでし
た。その変化が実にくっきりとしているので、聴講の方々には
「なるほど、なるほど」とずいぶん身を入れて聞いていただき、
話甲斐がありました。
　その時、「このモデルさんは誰それさんです」、「このドレス
は私が先生からの依頼で調達したのです」などと話される方々が

いらっしゃり、高光先生が
亡くなられて20年が経ち
ますが、まだまだ身近な
存在であるのだと痛感し
た次第でした。

各地の展覧会ミュージアムレポートミュージアムレポートミュージアムレポート



　ほんのりと赤みがかった灰褐色の地に、白いつぼ型の
小さな花を付けた馬酔木の枝を、左袖から裾にかけて斜
めに配し、さらに対角線上の右袖上から右肩にも枝をの
ぞかせた構図は、身にまとい帯をさした人を最も美しく
見せる訪問着の意匠です。
　馬酔木は春先に咲く常緑の低木で、すずらんのような
小さく可憐な花を咲かせますが、その葉を食べると身体
の大きな馬ですら酔ったようになり、鹿は角を落とすと
言われるほど毒性が強い植物です。花は万葉集にも歌わ
れたことで知られており、馬酔木の字の由来はこの特性
から来ているとの説もあります。
　本作はこの馬酔木のみをシンプルに図案化したもので
す。温かみのある暗色の地色は、加賀染めの始まりとさ
れる梅染の中でも、特に念を入れて色を重ねた黒梅染を
思わせ、柔らかく浮かび上がる馬酔木との対比により、
里山の春をひっそりと告げるこの花の密やかでありなが
ら確かな存在感を見事に表現しています。
　作者は金沢に生まれ、昭和30年より友禅の人間国宝、
木村雨山に師事しました。42年に独立し、54年の第1回伝
統加賀友禅工芸展より入選を重ね、昭和61年と平成4年の
本作で金賞を受賞しています。平成6年に石川県指定無形
文化財加賀友禅技術保存会会員に認定されており、品格
が高く清楚な作品を作り続けています。

所蔵品紹介 177

友禅訪問着「馬酔木」

平成4年（1992）
第14回伝統加賀友禅工芸展金賞

ゆう ぜん ほう もん ぎ あ　し　び

ミュージアムショップ通信ミュージアムショップ通信ミュージアムショップ通信ミュージアムショップ通信ミュージアムショップ通信
　当館企画展「高光一也の画業」はいかがでしたか？

この後もナスカ展を初め、浮世絵展などの展覧会も目白押しです。季節も

夏に向かい、閉館前の美術館ライフを楽しんでいただきたいと思います。

　さて、ショップからは新しい絵はがきコレクションを紹介します。い

ずれも当館人気の作品で、皆様からご要望の多かった作品です。まず、

塗師祥一郎作「雪後の湖畔」、村田省蔵作「春めく」、富永直樹作「大

将の椅子」、西出大三作「截金彩色合子　花守犬」の4点で、芸術院会

員、人間国宝の作家ばかりとなりました。どれも近くに置いておきたい

作品ばかりですね。

次回の当館展覧会

左から「雪後の湖畔」　「春めく」
　　　「大将の椅子」　「花守犬」

1枚 各50円

前田育徳会
尊經閣文庫
展示室

第2展示室

第5展示室

前田家の名宝

加賀の美術工芸

石川県ゆかりの
芸術院会員・人間国宝

石川県立美術館だより 第284号
2007年6月1日発行

〒920-0963 金沢市出羽町2番1号
Tel：076(231)7580　Fax：076(224) 9550
URL http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp
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柿本市郎

休館日：6月25日（月）～27日（水）

昭和12年（1937）～

かき もと いち ろう

※2階コレクション展示第5展示室にて展示中。

古紙配合率100％再生紙を使用しています。




